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概要 

コアファシリティ重点運用機器である「Orbitrap Exploris 240 UHPLC-MS」は，令和 3 年度の 10 月に全学技

術センター所有の装置として導入された機器である。本装置は高い質量分解能と高精度な測定が可能な質量

分析装置であり，その能力を維持するためにも専任の技術職員を配置して装置の運用を行っている。また，

コアファシリティアドミニストレータ（CFA）と協力することで，機構内外の研究者の研究支援の充実化が

できている。その成果もあり，令和 4 年度に運用を開始して以降，順調に運用実績を伸ばすことができてい

る装置である。また本年度は機構外からの依頼も増加しており，利用促進の取り組みの成果が表れている。 

 

1. 東海国立大学機構コアファシリティ重点運用機器について 

 東海国立大学機構は、2020 年 4 月岐阜大学と名古屋大学の二つの国立大学法人による県をまたいだ法人統

合により、わが国で初の一法人複数大学制度による国立大学法人として設立された。以来、両大学の個性あ

る発展を支えるとともに、両大学の強みから生まれるシナジーを大きく育てることで、社会課題、人類課題

への貢献を目指し、教育・研究、地域創生に取り組んでいる。両大学の貴重な研究資源の一つである共用機

器についても相互利用の推進に努めている。その中でも、2021 年度以降にユーザーニーズに基づいて導入さ

れた装置で、コアファシリティが主体となって稼働時間 100%を共用に供する全学共用装置を「コアファシリ

ティ重点運用機器」と位置づけ、専任の技術職員を配置して、ユーザー利用や測定代行に供している。 

 

2 コアファシリティ重点運用機器 

2025 年 3 月現在、コアファシリティ重点

運用機器として 5 台の装置（四重極-電場型

フーリエ変換質量分析計，固体核磁気共鳴

装置，X 線光電子分光装置，誘導結合プラ

ズマ-飛行時間型質量分析計，X線回折装置）

が導入されている。（図 1） 

 

 

 

 
図 1. コアファシリティ重点運用機器 
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3 Orbitrap Exploris 240 UHPLC-MS 

Orbitrap Exploris240 UHPLC-MS の装置構成は以下の通りである。分離装置は超高速液体クロマトグラフ，

検出器はダイオードアレイ検出器および，四重極-電場型フーリエ変換質量分析計となっている（表１）。 

 

 また当分析室では多種多様なカラムを所有している為、様々な化合物の測定に対応することが可能な体制

を組むことができている（表 2）。 

 

表１. 装置構成 

表 2. 所有しているカラム 
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4 利用促進活動 

Orbitrap は令和 4 年度の 4 月から正式な運用を開始しているが、CFA と連携して利用促進の取り組みを行

ってきた。測定事例を「アプリケーションノート」や「Data Report」といった形でメールでの配信や統括技

術センターのホームページに掲載している[1]（図 2）標準試料等を使用し、測定条件や分析結果をまとめた資

料となっている。また，展示会に出展し，「Data Report」を来訪者に配布し，装置の宣伝を実施している。需

要があると見込んだ試料（アミノ酸・神経伝達物質・脂質等）の分析事例を紹介しており、利用者の増加に

繋がっている。また、測定代行業務の流れの中で、CFA と緊密に連携することで、技術相談から測定結果の

解析のサポートまで十分な研究者支援を可能としてきた。 

 

図 2. 測定事例紹介 
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（件） （時間） 

5 運用実績 

令和 4 年度の運用開始以降の月毎の依頼件数と利用時間を確認したところ、依頼件数・利用時間ともに右

肩上がりの傾向が確認できている（図 3）。運用開始から時間を経過することで、徐々にユーザーからの利用

時間が増加していることが確認できる。また、ユーザー属性に対応して利用時間の内訳を確認したところ、

令和 6 年度になり機構外（非営利）の利用が大幅に増加している（図 4）。こちらに関しては、学外での利用

促進活動や、本装置を利用された学内の研究者からの紹介等により、大きな成果を得ることができている。

昨年度までは東海国立大学機構内の利用がほとんどであったが、令和 6 年度には機構外からの利用者や新規

の利用者が増えてきており、今後も外部に向けた情報発信を重要視して続けていく必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 利用実績推移 
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6 まとめ及び、今後の展望 

 Orbitrap は令和 4 年度より正式に運用が開始され、時間経過とともに利用時間が増加している。特に、令和

6 年度は機構外からの利用時間が増加している。その要因としては、利用促進等によって Orbitrap の学内外の

認知度が一定レベルで向上した為だと考えられる。 

 今後の展望としては、さらなる利用者の増加である。利用促進活動の成果により利用者の増加が見込まれ

たため、今後とも CFA と緊密に連携し、WEB ページの一層の充実化を図ると共に、地域に向けた情報発信

を行っていく必要がある。 
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図 4. 機関別利用実績推移 


